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ソ連（モスクワ）旅行

渡辺一徳

今年（1971）夏，モスクワ市で開かれ

た,I．U、G、G、第15回総会，ならび

に巡検会に参加する機会を得たので，その時

の事を紹介致します。

会の正式の名称はInternationa1

UnionofGeodesyandGeophi

－sicsXVGeneralA88embly．

といいこの中の一つに1．A.V.C.E、Ⅸ国

際火山学協会）があって，日本から火山学会

より18名が参加した。期間と内容は，7月

31日から8月14日までが，モスクワ大学

での講演会，8月15日から8月21日まで

がアルメニアの火山を中心とした巡検である。

私の見て来たことはソ連のごく－部である

ので断片的なことしか云えませんが，大体の

日程に従って，今回はモスクワでのことを中

心に紹介したいと思います。なお学問的なこ

とが少ない内容になりますがお許し下さい。

旅行の概略は次の通りである。8月1日羽

田発→1日モスクワ着。2日→15日モスク

ワ滞在。15日モスクワ発→同日アルメニア

共和国エレバン着。21日モスクワへ。22

日モスクワ発-→23日羽田着。

8月1日晴。午前11時に私は小野晃司

氏（地質調査所）に会うべく羽田の出国者待

合室についた。小野氏は既に来ておられて，

にこやかに迎えて下さった。近くに我々と同

じ目的の人らしい数人が見えるが，団を編成

してはいないのではっきりとはわからない。

やがてサンタのおじさんを連想させる外国人

が近づいて我々に挨拶をした。この人は小野

氏の友.人であり，この旅行中色々と助けても

らうことになったアメリカ人のスワンソン氏

である。中食を済ませ，12時50分発モス

クワ経由パリー行きのアナウンスを待つが仲

々アナウンスがなく，結局2時間半おくれて

我々の乗った便は15時20分ようやく離陸

したのである。生まれて初めての飛行機と海

外旅行（しかもソ連）ということで「これか

ら本当に行くのだ」という興奮と緊張がもり

上がって来た。思えば今年1月1日に小野氏

より正式に誘われて決心し，これまで準備し

て来たのである。我々の機はイリューシン鑓

というソ連機であるが，機は次第に高度を増

しながら15時50分には信濃川河口近くを

通り日本海上空に出た。あいにく雲が多く下

界は見えない。18時ころ（もう1時間以上

前に日本海を渡り切り沿海州に入っているは

ずであるが）雲の切れ目から山地がのぞく。

19時50分には山地を過ぎて平原の上を飛

んでいる。ここがシベリア平原なのであろう。

ただ広い草原と森林だけで人工のものが全く

見えない。雲が多く下界は断片的にしか見え

ず時々河が見えるたびに地図を見るが，どこ

を飛んでいるか解らない。羽田を出て7時間

後，初めて町が見えた。スチュワーデスがノ

ボシピルスク付近だと教えてくれた。日本は

すでに夜の10時ごろなのに太陽はまだ沈ま

ない。太陽を追っかけて飛んでいるのでいつ

までも昼が続くのである。、ウラルは雲で見え

ず。この間2回目の機内食事があり，チキン，

パン，サラダ，アイスクリーム，ワイン，ミ

ネラルウォーターが出たがあまりおいしくな

かった。23時，ウラルをこえたらしく，家，

道，畑が多く見えるようになりやっと人が住

んでいる世界に出たような気がした。やがて
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写真3モスクワ大学

ラクションでバレー,コンサート，民族舞踊

など大変すばらしいもようしで歓迎してくれ

た。午後3時ごろに会議場であるモスクワ大

学（写真3）に行き登録を済ませ多量の資料

を受け取ってIAVCEIの開会式に出席し

た。6時半ごろホテルに帰り，街を見物する

ために外出した。町は下町だったせいか，大

変古くみすぼらしく，商店の品物も少ない。

通行人もあまり多くない。小さい公園でモス

クワ名物のアイスクリームを食べていると，

ベンチには数人の身なりのあまり良くない老

人がただ何かを考えこんだ様子で座っている

うでを組んで楽しげに語り合っている若い2

人もいた。8時45分ホテルで夕食をはじめ

たが，まだ外はうす明るく昼が長いのにびっ

くりした（緯度が高く夏であるので当然のこ

とであるのだが）。

ここで我々の泊ったブカレストホテルの様

子を紹介する。クレムリンの良く見えるモス

クワ川の畔にあり，すぐ川向うにはモスクワ

最大の規模と設備を持つホテルロシア（写真

4）がある。ブカレストはこれと対照的な古

い6階建の建物で部屋は1人用，2人用があ

り，いずれもバストイレはない。我々は5階

の2人割屋で〉小野氏と泊ることになってい

た。部屋は殺風景でベッド2つ，洋服タンス

テーブル，椅子，洗面所という設備である。

トイレは各階に1カ所あるがここは紙がなく

（あるときも薬包紙みたいなもの），日本か

ら多量に持って行ったチリ紙が多いに役立っ

たのである。バスルームは全くなく地階にシ

ャワー室が15～16在るだけで，毎日一度

は地階までおりるという不便さである。レス

トランは1階に，ビュッフェが3階にある。

我々は朝食はビュッフェで食べ夕食はレスト

ランで食った。ビュッフェのいい点は食事が

写真4ホテルロシアと遊覧船
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短時間で済むこと。食物が皿にならべられ

ており注文には指でさせばよく，言語を必ず

しも必要としない点（これは私にとっては最

も好都合だったのだが）である。食事代は普

通クーホンで払うが現金でもよく，朝食券は

1ルーブル(400円),昼夕食券は2.25

ルーブル（900円）であり，クーポンはイ

ンツーリスト（ソ連国営旅行社）指定の所で

はどこでも通用するので便刷である。このよ

うに不便なホテルに14泊することになった

のであるがこれも1泊（2食付）7ルーブル

（2，80昭）ではがまんしなければならない

のだろう。

8月3日曇。朝食はソーセージ，ミルク

（ヨーグルト），パン，茶，バター，チーズ

で済ませる(320円）。会議のためにホテ

ルと大学の間に設けられたバスで10時に大

学に行きjOceanfloorspreading

のシンポジウムに出席したが，言葉が不・便で

十分な理解が出来ない（この会議の公用語は

英語，ロシア語，仏語の3つである）。8月

13日までは日躍を除く毎日10時から13

時，15時から18時という時間には大学内

で何らかのシンポジウムが行なわれ，自分の

好きな所に参加できるように計画されていた

ここでモスクワ大学について紹介する。モ

スクワ市はクレムリンを中心に，放射状に発

達しており，その南西部数&"の，モスクワ川

を渡った所にレーニヱ丘がある。大学はこの

丘に建っている（写真3）。閑寂で清潔な場

所であり，狭い日本の大学とは桁ちがいに広

い。モスクワ大学は学者として著名なミハイ

ル・ロモノーソフが1755年に創立したも

ので，それを記念して1940年にロモノー

ソフ記念モスクワ大学と呼ばれるようになっ

たそうである。新校舎は1953年に完成し二

中央部が34階両翼に17階の建物があって

中央部の高さは240畑にもなるのである。

外側は赤い花淘岩であり，内部には大理石を

ふんだんに使った大変立派なものである。勿
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写真5モスクワ大学の講堂

論ソ連最大の大学で1500人を収容する大

誹堂（写真5，ここでいくつかのシンポジウ

ムがあった）。19の訓堂,140の教室，

50余りの研究室を持ち，生徒数は昼夜間部

を合せて3万人以上である。修業年数は文系

5年，理工系5年半，授業料は無料で学生の

8096は奨学金を受けているそうである。教

職員数は4千人で14学部あるが特に理工学

部が優秀らしい。大学は広大な緑の公鮒にと

り囲まれており，あちこちのベンチに読書し

ている学生が見られる。

8月4日晴。今日も前日と同じシンポジ

ウムに出席したが，世界各地での海洋底拡大

の証拠らしいものが報告され，大変興味深↓

ものであった。特に米国の一学者からの，四

国と紀伊半島南端の海岸段丘の成因も，大平

洋側から日本の地下にリソスフェァーがもぐ

り込むために押し上げられたもの，という考

えには，不勉強の私には大変おどろいたこと

であった。

8月5日朝雨、後くもり。Voleanisrn

andUppermantleEarthquakeのシンポ

ジウムに出席。日本から秋田駒が岳のI噴火と

地渡についての発表があった。19時より火

山の記録映画の映写会が催され，エトナ火山

（イタリアシシリー島）とへクラ火山（アイ

スランド）の活動の2本が_上映された。噴火

中の溶岩の採集や，溶岩流が川のように流下












